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ＦＥＸＣＯ Ｍｅｒｃｈａｎｔ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

三菱ＵＦＪニコス株式会社 

 

 

三菱ＵＦＪニコスとグローバル金融グループのＦＥＸＣＯ 

外貨建てによるカード決済サービスを開始！  

～今後益々の増加が期待される訪日外国人、自国通貨でのカード決済が可能に！１０月１日から～ 

 

三菱ＵＦＪニコス株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：和田哲哉)とＦＥＸＣＯ Ｍｅｒｃｈａｎｔ 

Ｓｅｒｖｉｃｅ（フェクスコ・マーチャント・サービス、本社：アイルランド、社長：ダーモット・オシェア、以下「ＦＥＸＣ

Ｏ」）はこの度、訪日外国人を対象にした、日本国内における“外貨建てカード決済サービス”の提供で合意、

１０月１日からその取扱店舗の募集を開始します。 

 

ＦＥＸＣＯは、アイルランドを本拠地に、世界２６カ国（英国・豪州・ニュージーランド・香港・中国・シンガポ

ール・米国など）に拠点を置くグローバルな金融サービスグループ。１９９６年に世界初となる外貨での決済

サービス「ＤＣＣ(ダイナミック・カレンシー・コンバージョン)決済サービス」の提供を開始し、今や加盟店は７

０，０００を超え、３５社以上の金融機関と提携、同決済分野での豊富な経験を有しています。 

 

三菱ＵＦＪニコスとＦＥＸＣＯは、ＦＥＸＣＯの外貨決済システムとネットワークを活用して、海外発行カード

(ＶｉｓａとＭａｓｔｅｒＣａｒｄ®)による自国通貨（米ドル、韓国ウォン、豪ドル、台湾ドル、ユーロなど１０通貨）での

“外貨建てカード決済サービス”を今般、共同で提供していくものです。 

 

具体的に本サービスは、三菱ＵＦＪニコスのクラウド型マルチ決済システム「Ｊ－Ｍｕｐｓ(ジェイマップス)」

に、新たにＤＣＣ（外貨決済）サービスの機能（アプリケーション）を追加することで実現(機能追加は無料)。

既にＪ－Ｍｕｐｓを設置している加盟店は機器の入れ替えをすることなく、本サービスの利用が可能です。 

 

これにより、訪日外国人は、従来の円建て決済に加え、自国通貨建ての決済が選択可能となり、為替変

動の心配をすることなく、利用時点の為替レートで支払金額を確定できるようになるものです。 

 

三菱ＵＦＪニコスでは、今年著しく増加している訪日外国人の数が今後、益々拡大することを期待し、全

国の量販店やホテル等に本サービスの採用を促し、導入一年で２００店の獲得を目指しています。 

 

＜サービス概要＞ 

1. 対象取引：三菱ＵＦＪニコスのカード加盟店（Ｊ－Ｍｕｐｓ導入店舗）における、海外発行のＶｉｓａ、   

ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ®カード会員によるカード決済 

2. 対応通貨：１０通貨（米ドル、韓国ウォン、豪ドル、台湾ドル、ユーロ、香港ドル、シンガポールドル、 

       英ポンド、タイバーツ、カナダドル） 

 

以上 

 

 



＜参考資料＞ 

【店頭取引/端末画面イメージ】 

                                                       

 

      

 

 

                           

①対象カード判定 ②説明内容表示       ③確認画面           

【利用者向け説明用レシート】 【売上票】 


